
 
 

 
平成３０年度 佐世保市学力調査 佐世保市の結果・改善策等について 

佐世保市教育委員会 学校教育課 
 

１ 調査対象・人数 

  本市では小学校及び義務教育学校前期課程４年生 ２，２５９名、中学校及び義務教育学校後

期課程１年生 ２，０２０名を対象に実施。 

２ 教科別領域別結果 

（１） 小学校及び義務教育学校前期課程 ４年 

教  科 国  語 算  数 

観  点 
話す 
聞く 

書く 読む 言語 全体 
数と
計算 

量と
測定 

図形 
数量
関係 

全体 

市平均正答率 64.7 61.1 63.0 70.9 66.6 73.2 70.5 76.0 77.3 73.5 

全国平均正答率 67.0 63.6 66.1 74.6 69.6 75.7 74.5 78.8 80.3 76.4 

全国比達成率% 96..6 96.1 95.3 95.0 95.7 96.7 94.6 96.4 96.3 96.2 

（２）中学校及び義務教育学校後期課程 １年 

教  科 国  語 数  学 

観  点 
話す 
聞く 

書く 読む 言語 全体 
数と
計算 

量と
測定 

図形 
数量
関係 

全体 

市平均正答率 60.5 44.1 55.6 69.5 59.4 77.0 70.2 68.8 67.9 71.0 

全国平均正答率 63.1 51.9 57.6 71.8 62.7 78.4 71.2 70.6 70.3 72.8 

全国比達成率% 95.9 85.0 96.5 96.8 94.7 98.2 98.6 97.5 96.6 97.5 

３ 課題と分析及び改善策（○…よくできていること ▲…課題 ▲▲…昨年度に続く課題） 

教 科 課  題    分  析 改  善  策 （例） 

 

○話題に沿った意見と理由を考えて話すことができる。 

○段落の役割を理解して、文章の内容を的確に読み取ることができる。 

▲▲ローマ字のつづり

を理解することが

できる。 

・ローマ字を覚えさせる、 

 単語を書かせる、読ませ 

るだけの授業になりがち 

であるため、十分に定着 

していない。 

・大文字や小文字等、覚え

ることが苦手な子には負

担が大きく、学習意欲が

不足している。 

・配当時間が短く、習熟す 

るための練習が家庭学習

中心となるため、定着度

の個人差が大きい。 

・ローマ字と五十音表との共通

点などについて話し合わせる

など、ローマ字の規則性や良

さに自分たちで気づかせ、興

味を高める。 

 

 

 

 

・総合の調べ学習でパソコン入

力をさせるなど活用する場を

増やし、繰り返し使うことで

定着を図る。 

・定期的に小テストなどを行い、

定着を図る。 

▲伝えるべき事柄を適

切に挙げて話したり

伝えるために効果的

な方法をとったりす

ることができる。 

・構想メモをもとに原稿を 

書いたり、話したりする 

経験が不足しているため 

力が身に付いていない。 

・目的意識を明確にしたペア・

グループ学習の中で、発表原

稿を活用したり、理由や事例

などを挙げたりしながら話す

対話的な学びを取り入れる。 

 

・日常行われているスピーチ活

動と関連付けた指導を行う。 

 

小
学
校
及
び
義
務
教
育
学
校 

前
期
課
程 

国
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○小数の意味や表し方は理解できている。 

○文章問題の立式はできる。 

▲▲数直線上に示され

た分数を読み取っ

たり、単位分数の

いくつ分の大きさ

を求めたりするこ

とができる。 

・１の概念が分かっていな

いため、数直線上に記さ

れている１目盛りの意味

を理解できていない。 

 

・教科書の数直線ではすべ

て右端の目盛りが１にな

っているため、本当に理

解できているのか確認が

できない。 

 

・１を基準として単位分数の個

数に着目するとともに、数直

線図などをもとに単位分数の

いくつ分という考え方を意識

させる授業を位置付ける。 

・数直線図等で整数と分数の違

いを意識させることで、分数

のよさを実感させる。 

 

▲除法を適用し、余

りについて理解し

たり、切り上げて

処理したりするこ

とを説明できる。 

 

・除法の余りを図で確認し 

計算の技能を高めている

が、余りがでたことによ 

って、その余りをどのよ

うに処理するのか日常生

活の中で考える時間が充

分確保されていない。 

・図を用いて、余りの意味を考

えさせる。 

・余りが出た場合の処理の仕方 

を考える問題を日常生活と関 

連づけながら考える場面を設 

定する。 

 

○小学校で学習した漢字を読むことができる。 

○話の内容を正確に聞き取ることができる。 

▲3段落構成で文章

を書くことができ

る。 

 

・段落構成について構想を 

練る活動が不足している

ため、１００字を超える

ような文章を書く際に段

落ごとの役割を意識して

書く力が定着していな

い。 

・「書くこと」領域の授業の際

に、生徒が 100～200字程

度の文章を書く活動を意図的

に取り入れる。さらに、構想

メモを書く活動の中で、段落

の役割（段落構成）について

考えさせる場面を意図的に設

定する。 

▲自分の取った立場

の理由を書くこと

ができる。 

 

・それぞれの意見を交流す

る場面で、論点を踏まえ

て活動することが十分で

ないため、自分の意見を

論理的に構成する力が定

着していない生徒が多

い。 

・「話すこと聞くこと」領域の 

授業に限らず、多くの授業場 

面で、対話活動（生徒が発信 

と受信を繰り返し行える活動）

を積極的に設定することで、 

自分が伝えた意見が相手に伝 

わっているか振り返るととも

に、自分の伝え方を評価する 

力を伸ばす場面を意図的に取 

り入れることができるように 

する。 

 

○与えられた比と、等しい比ではないものを選ぶことができる。 

▲▲百分率について

理解し、割引き

後の代金を求め

る式を選ぶこと

ができる。 

・基準量を 100として、

それに対する割合で表す

方法（百分率）や、基準

量を１として、それに対

する割合で表す方法につ

いて、小数で表すことが

できない。 

 

・「文字を使った式の表し方」 

を学習する前に、既習事項の 

確認（割合・百分率）を行う。 

割合・百分率については、テ 

ープ図や数直線など、数量の 

関係を視覚的にとらえられる 

ように工夫する。 

小
学
校
及
び
義
務
教
育
学
校 

 

前
期
課
程 

算
数 

中
学
校
及
び
義
務
教
育
学
校 

 

後
期
課
程 

国
語 

中
学
校
及
び
義
務
教
育
学
校 

後
期
課
程 

数
学 

中
学
校
及
び
義
務
教
育
学
校 

後
期
課
程 

国
語 



 
 

▲２つの整数の最大

公約数を求めるこ

とができる。 

・約数や倍数、公約数や公

倍数など、どのような数

のことをいうのかを知ら

ない。 

・「正負の数」や「文字と式」 

における分数を含む計算や 

分数を含む「方程式」を解く 

際は、分母の「最小公倍数」 

を意識させる指導を行うと 

ともに、「約数」と「倍数」 

の違いにふれる時間を設ける。 

４ 考察  

  昨年度と本年度の標準スコアを比較すると、ほとんどの教科において、数値が微増しており、

学力の伸びが見られるが、依然として全教科全ての領域において全国平均を下回っている。 

児童生徒に身に付けさせたい力を明確に位置付けた単元づくり・授業づくりを行うことで市 

全体として改善をはかっていきたい。 
 以下、各教科の分析を通して考えられる全般的な改善策を述べる。 

 

 【小学校及び義務教育学校前期課程 国語】 

    ○「国語辞典の使い方」については改善傾向が見られるが、「ローマ字の定着」は継続課題で 

ある。「主語と述語」や「漢字の読み書き」は、単元で扱う時はしっかり指導されているが、

さらに物語文や説明文を読む時や生活の中で繰り返し確認することで、確実な定着につなが

る。このことに関連して、中学校及び義務教育学校後期課程国語の「条件作文」や中学校及 

び義務教育学校後期課程数学の「最大公約数の計算」など、授業においては理解できたこと

が、習熟不足のために十分に定着していない様子が伺える。定着にいたるまでの繰り返す指 

導の徹底が求められる。 

 

【小学校及び義務教育学校前期課程 算数】 

  ○当該学年で定着しなければ次学年以降の学習に影響を及ぼす。当該学年での学習内容はもち 

ろんのこと、他学年とのつながりを教師が確認をすることが重要である。その学習内容が確

実に定着をしてつなげていかなければならない。また児童は問題文を読んで立式はできる。

授業の中でキーワード等に着目させた指導の成果である。しかし、式や導き出した答え等の

意味の理解ができていない。図などを用いて、説明をすることにより「式から図へ」「図か

ら式へ」と見方・考え方を深めていく継続的な指導が必要である。 

 

【中学校及び義務教育学校後期課程 国語】 

 ○生徒が、自己の思いや考えを発信する場面を授業において保障する必要がある。生徒自身が 

表現する活動を通してよりよい伝え方について学ぶ場面を設定することで、文章構成につい

て工夫しながら表現する力を定着させることができる。また、生徒が自分や級友が書いた文

章を評価し合う活動を、授業において積極的に取り入れる必要がある。単なる情報の発信で

なく、受信した情報を自身の発信につなげるなど条件に応じて情報を発信し合う活動をする

ことで、互いの発信の仕方について評価するための視点を定めることができる。この視点を

基に質の高い評価を目指して意見交換をすることで、表現をよりよいものとする力の向上が

図れると考える。 

 

【中学校及び義務教育学校後期課程 数学】 

○生徒が既習事項について定着できていない状況で、新規学習内容を理解して定着につなげる 

ことは難しい。小学校や中学校及び義務教育学校（後期課程）の前学年までに学習した内容

が、これから生徒が新しく学習する単元（内容）と、どのようなつながりがあるかについて、

教師がしっかりと見通した上で指導することが大変重要である。 

特に、算数科で学ぶ「割合（百分率）」については、数学科においても学習を進める上で、

考え方を深めるための土台となる部分であることを意識したい。また、日常生活の中で用い 

    られている割合の便利な表現であることに気付くことができるように指導することも大切で 

ある。「最大公約数」や「最小公倍数」については、形式的に求めることに偏ることなく、 

具体的な場面に即して取り扱うようにし、特に意味の理解を図るようにする。 



 
 

 

    

 


